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個別の指導計画の作成にむけた研修

谷崎秀昭 （横浜市養護教育総合センター）

．横浜市の取り組みⅠ

横浜市においては，平成９年度の『横浜市に

おける「個別教育計画」について（横浜市個別

教育計画検討委員会 』を受けて，平成 年） 10
度に『横浜市個別教育計画作成の手引き』を作

成し，平成 年度から市立盲・ろう・養護学11
校，特殊学級，通級指導教室の実践モデル校

校を指定して，平成 年度の個別教育計17 14
画実施に向けて研究を始めた。

市立盲・ろう・養護学校は 校全てがモデ11
ル校として実践に取り組んできた。

校のモデル校では，研究テーマ，サブテ17
ーマをもとに研究を進めている。各学校の研究

テーマを見ると「保護者との連携の在り方」

「地域関係機関との連携の在り方 「校内組織」

の在り方」などを取り上げている。

保護者との連携では，実態把握や教育的ニー

ズを捉えるために保護者アンケートを実施した

り，個人面談や家庭訪問の際に個別教育計画の

作成について説明し，保護者の声を聞く取り組

みや地域・関係機関と連携した取り組みなどが

報告され，校内組織について手引きの組織例を

もとに検討された。

研修講座についてⅡ．

研究モデル校と並行して平成 年度から養11
護教育総合センターの教職員研修で 「個別教，

育計画指導研修」を年間３回，平成 年度６12
回，平成 年度は基礎研修３回，専門研修３13
回を開催した。

１．研修講座の概要

基礎研修と専門研修を実施した。基礎研修

は初めて個別教育計画を作成する教員を対象に

考え方や演習を通して学ぶ研修，専門研修は実

際に個別教育計画を作成している教員を対象と

して個々の事例を通して進める研修として位置

付けて実施した。

［基礎研修］

研修形態 テーマ 対 象 人 数 時 間

講義 個別教育計画の作成，その考え方と作成手順について 全校種 人 ２時間100
講義･演習 個別教育計画を実際に作ってみよう子どもの実態把握 全校種 人 ２時間100

と 教育的ニーズの把握

演習 作成した個別教育計画の検討 全校種 人 ２時間60

［専門研修］

研修形態 テーマ 対 象 人 数 時 間

事例研修 作成した個別教育計画の検討－子どもの実態把握と教 全校種 人 ２時間40
育的ニーズの選定

演習 作成した個別教育計画の検討－目標設定と指導プログ 全校種 人 ２時間40
ラム

事例研修 個別教育計画を授業にどう結びつけるか 全校種 人 ２時間40



38

２．研修講座の具体的な内容

＜講義＞

「個別教育計画の作成，その考え方と作成手

順について」は 「横浜市個別教育計画作成の，

手引き」をもとに以下の項目で講義形式をとっ

た。

１）横浜市が目指す個別教育計画

○個別教育計画の必要性

○個別教育計画の基本的な考え方

・個々の生き方を尊重する

・子どもの教育的ニーズを明らかにする

・子ども・保護者の参加を図る

・地域・関係機関との連携を密にする

２）個別教育計画作成の手順

教育的ニーズの把握

教育的ニーズの選定

目標（長期，短期）内容・方法の決定

指導の実際，指導の記録

評価，個別教育計画の見直し・修正

３）個別教育計画作成の組織と連携

○作成に当たっての校内体制と組織

○子供・保護者の参加の進め方

○地域・関係機関との連携の進め方

４）個別教育計画作成の方法及び留意点

○教育的ニーズの把握

○教育的ニーズの選定

○教育目標・指導内容・方法の決定

○評価・修正

５）書式の内容

６）個別教育計画の活用に当たって

＜講義・演習＞

｢子どもの実態把握と教育的ニーズの把握｣で

。は，実態把握について次の内容を取り上げた

１）情報収集

○保護者からの入手する情報

・家庭環境や家庭での様子，保護者のニーズ

・診断名，障害名，医学的な配慮，服薬等

○関係機関からの情報

・医学的な情報：診断名，障害名，医療的な

配慮，服薬の有無など

・訓練や指導について（ＯＴ，ＰＴ，ＳＴ

等）

・発達検査等の情報

２）観察（アセスメント）

・行動観察（日常生活場面，課題場面）

・チェックシートによる観察

＜演習＞

実態把握の講義と合わせて，具体例をもとに

演習を行った。以下に演習の手順や具体例，内

容について示した。

１）子どもの実態把握のサンプルから，子ども

のプロフィールをまとめる。

２）演習１の資料で「子どもの実態から教育的

ニーズや重点課題の選定について，グループ

演習。

３）研修参加者が担当している子どものケース

について，書式１（演習１）に，子どもの実

態把握と教育的ニーズの把握を記入し，グル

ープ検討。なお，検討の視点として次の２点

を提示した。

○教育的ニーズを選定するために子どもの特

性を簡潔にまとめてあるか。

○保護者と共に作っていくために表現は適切

か。

４）書式２（演習２）に教育的ニーズや重点課

題の選定し，グループで検討。

。５）演習３，４で長期目標，短期目標の作成

６）長期目標，短期目標の確認。

７）研修参加者が担当している子どものケース

について，書式３，４（演習３，４）に，

長期目標，短期目標を作成し検討。
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教 育 的 二 一 ズ の 把 握 （ 書 式 １ ）

個 別 教 育 計 画 （ 教 育 的 ニ ー ズ の 把 握 ） 名 前

生 年 月 日

（ 演 習 １ ）

項 目 現 在 の 状 態

障 障 害 の 様 子 ・ 自 閉 症 で 常 同 行 動 や こ だ わ り が あ る 。

健 害 発 達 の 様 子 ・ 言 語 理 解 は ３ 歳 レ ベ ル で 表 出 は 単 語 が 中 心 で 自

医 分 の 要 求 は 伝 え る が ， や り と り は 難 し い 。 要 求

康 療 が 通 ら な い と き は ， パ ニ ッ ク や 自 傷 行 為 も あ る ｡

心 ・ 場 面 の 切 り 替 え が 難 し い 。

理 興 味 ・ 関 心 ・ 電 車 や 乗 り 物 ， ビ デ オ な ど の 機 械 操 作 が 好 き 。

生 食 事 ・ 偏 食 が 激 し く ， 野 菜 類 は ほ と ん ど 食 べ な い 。

登 下 校 ・ 通 学 路 へ の 強 い こ だ わ り が あ る 。

活 生 活 リ ズ ム ・ 睡 眠 リ ズ ム を 崩 し や す く 授 業 中 眠 る こ と が あ る ｡

家 家 庭 の 様 子 ・ 父 親 ， 母 親 ， 本 児 の ３ 人 家 族 。

庭 ・ 学 校 帰 宅 後 は ， 友 達 と 遊 ぶ 機 会 は ほ と ん ど な い ｡

・ 土 日 に は 近 く の ス ー パ ー へ 家 族 で 買 い 物 に 行 く ｡

関 本 人 の 願 い ・ 公 園 へ 行 き た い 。 お 店 で 買 い 物 が し た い 。

係 保 護 者 の 願 ・ 言 葉 で の や り と り が で き る よ う に な っ て ほ し い ｡

機 い ・ パ ニ ッ ク や 自 傷 が な く な る と い い 。

関 保 護 者 要 望 ・ 近 所 で 遊 べ る よ う に な っ て 欲 し い 。

・ 交 流 の 機 会 を 増 や し て 欲 し い 。

地 教 師 の 願 い ・ 言 葉 で 自 分 の 気 持 ち を 伝 え る こ と が で き る 。

域 就 学 前 機 関 ・ 見 通 し を 持 て る よ う な 場 の 設 定 や 対 応 が 有 効 。

地 域 活 動 ・ ス イ ミ ン グ に 週 １ 回 通 っ て い る 。

教 国 語 ひ ら が な は 読 め る が ， 書 く の は 名 前 の み で あ る 。

科 算 数 数 唱 は １ ０ ま で で き ， 対 応 さ せ て ５ ま で 数 え る 。

・ 生 活 見 通 し の 持 て る 活 動 に は 落 ち 着 い て 参 加 す る 。

音 楽 リ ズ ム 体 操 は 参 加 す る が ， 歌 は 一 緒 に 歌 わ な い 。

自 体 育 肋 木 や 跳 び 箱 な ど 高 い と こ ろ を 好 む 。

立 図 工 絵 は 苦 手 だ が ， 工 作 的 な こ と は 好 ん で 取 り 組 む 。

活 自 立 活 動 絵 カ ー ド な ど で 一 日 の 予 定 が 分 か り ， パ タ ー ン 化

動 し た や り と り は で き る 。

（演習２）

書式２ 教育的ニーズの選定（例）

内 容

教育的ニーズ
○コミュニケーション能力の向上をはかる
○買い物学習を通して自分の欲しい物を手に入れる｡
○豊かな経験を通してこだわりの改善をはかる。
○熱中できるる余暇活動を増やす。
○パニックや自傷行為を改善する。
重点課題
○コミュニケーション能力の向上をはかる。
優先内容
・パニックや自傷行為を改善する。



40

（演習３）記入例

項目 長 期 目 標

生 活 偏食を改善する。

教 国語・日常的な簡単なやりとりができる

科 生活・生活経験を拡げ，新しい活動に参加する。

等 音楽・音楽の時間を楽しく過ごす。

自立活動・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を高め情緒の安定を図る。

家庭 ・近くのお店で，一人で買い物ができる。

地域 ・｢はまっこ｣ふれあいスクールに参加する。

（演習題４）

書式４ 短期目標，指導内容及び指導経過（例）

項目 短 期 目 標 指道 評価

・ 。生 食べられる野菜を増やす

活

教 国語・文字ｶｰﾄﾞをヒントにして簡単なや

。科 り取りができる。

・

自 生活・初めての活動に慣れる

立 音楽・一緒に音楽にできる。

活 自立活動・ﾊﾟﾆｯｸや自傷行為を減す。

動

家庭 ・決まったお店で買い物ができる。,
・｢はまっこ｣ふれあいスクールに慣れ

地域 る。
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＜演習＞

「目標設定と指導プログラム」

１）子どもの実態例から，長期目標，短期目標

の設定。

２）目標の妥当性の検討

・発達的側面から

・社会的側面から

３）長期目標，短期目標の確認。

４）具体的な指導計画を作成し，検討。

１）指導計画とその実践例の紹介。

＜事例研修＞

「個別教育計画を授業にどう結びつけるか」

１）実践提案を通した研修

「個別教育計画に基づく教育課程作り （資」

料：個別 教育計画と学級の教育課程との関

連を示した図）を具体的な実践提案をもとに協

議し，在り方を検討する。

実践事例として出されたテーマを紹介すると

「自閉的な傾向のあるＡさんの個別教育計画と

学級の教育課程 「一人ひとりの教育的ニーズ」、

，と学級集団の特性を生かした単元作り」など

，一人ひとりの個別教育計画と学級の教育課程

具体的な単元設定，活動の流れと授業実践に伴

，う成果と課題などについて事例提案をもとに

参加者の協議と講師からの助言を受ける形での

研修を行った。

２）授業提案を通した研修

実際の授業を通した研修としては，生活単元

学習「カレーパーティをしよう」や国語「色々

な場面での話し方」など授業を通して個別教育

計画を授業でどう生かすかについて提案し，授

業後の研究会で指導計画や本時の個人目標と展

開について協議し講師から助言を受ける研修を

行った。

以上，横浜市の個別教育計画研修について紹

介したが，

，これらの研修と並行して教育相談研修として

「学校での保護者面談，相談の進め方 （講義」

と演習）という研修を取り上げた。個別教育計

画は保護者の思いや願いを受け止め，保護者と

ともに作成していく計画であり，保護者のニー

ズをどのように受け止めてるかが，大切である。

次年度はこの講義を個別教育計画の研修に位置

づけていく予定である。

個別教育計画についての保護者への周知Ⅲ．

個別教育計画の作成にあたって，本人・保護

者参加を原則としているので，保護者に個別教

育計画の考え方や作成にあたっての協力の呼び

かけが必要になってくる。

平成１４年度実施に向けて，モデル校ではす

でに個別教育計画作成にあたって保護者向けに

実態把握や教育的ニーズを把握するためのアン

ケート，保護者面談などを行い，実際に作成し

た個別教育計画をもとに話し合いが行われてい

る。今後，保護者向けに「個別教育計画」につ

いて周知を図っている必要がある。

今後の課題と取り組みⅣ．

個別教育計画の推進のために実践モデル校の

取り組みや研修等を行ってきた。盲・ろう・養

護学校は 校全校がモデル校として取り組ん11
できたが，小中学校の特殊学級や通級指導教室

，は学校数も多く，担任の交替も多いことから

校内組織も含め，研修体制の充実が必要になっ

てくる。

また，保護者との連携を図るため教職員の教

育相談研修などの研修も増やす必要がある。

研修については，講義形式から実際に個別教

育計画を作成し，それをもとに検討する事例研

修などを中心にし，個々の事例を講師がスーパ

ーバイズする研修会が増えていくものと思われ

る。
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資料 個別教育計画と学級の教育課程との関連

個別教育計画 教育課程 学 校

子どもの状態及び 集団の実態把握 子ども及び

教育的ニーズの把握 学校・地域の実態把握

学校教育目標の設定

学年･学級目標の設定

学校の全体計画の作

教育的ニーズの選定

・重点課題

・優先内容

指導方針・指導の重点の設定

長期・短期目標の設定

指導形態の決定

指導内容・方法の決定 学年学級の教育課程との調整交流計画の検討等, ,

指導体制・交流計画

指導内容の選択

週時程の作成

年間指導計画の作成

学校･家庭･地域･関係機関の相互理解

指導の実際 年間指導計画に 教育課程の実施

基づく授業の実施

指導経過・指導の評価

学校・家庭・地域・関係 指導の評価 学校評価

機関での評価

個別教育計画の評価・評価

次 年 度 の 教 育 課 程 の 準 備


